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久
米
御
県
神
社
（
橿
原
市
）

莢莢

莢莢

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
橿
原
市
久
米
町
７
８
６

（
祭
神
）
高
皇
産
霊
神
、
大
来
目
命
、

天
槵
根
命

（
交
通
）
近
鉄
橿
原
神
宮
前
駅
西
口
か
ら

西
へ
徒
歩
約
５
分

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
あ
り
。
無
料

（
電
話
）
な
し

久米御県神社拝殿‖橿原市久米町で

久
米
御
県
神
社
（
橿
原

市
）
は
、
畝
傍
山
の
南
東
に

あ
る
古
刹
久
米
寺
に
南
接

し
、西
面
し
て
鎮
座
し
ま
す
。

祭
神
の
高
皇
産
霊
神
、
大

来
目
命
、
天
槵
根
命
の
三

柱
は
、
古
代
の
久
米
氏
の
祖

神
・
遠
祖
に
つ
な
が
る
神
様

で
す
。
そ
の
久
米
氏
は
記
紀

に
よ
れ
ば
神
武
東
征
の
際
、

軍
事
氏
族
と
し
て
活
躍
し
、

久
米
邑
を
賜
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
久
米
氏
所
縁
の
「
久
米

舞
」
や
「
久
米
歌
」
も
今
に

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

久
米
御
県
神
社
は
平
安
時

代
の
「
延
喜
式
神
名
帳
」
に

載
る「
久
米
御
県
神
社
三
座
」

に
充
て
ら
れ
ま
す
。「
御
県
」

と
は
天
皇
に
野
菜
を
献
上
す

る
直
轄
地
を
言
い
、
延
喜
式

神
名
帳
に
は
大
和
御
県
神
社

の
一
つ
と
し
て
記
載
さ
れ
ま

す
が
、
な
ぜ
か
「
延
喜
式
」

祈
年
祭
祝
詞
の
中
に
あ
る

大
和
国
六
御
県
神
社（
高
市
、

葛
木
、十
市
、志
貴
、
山
辺
、

曽
布
）
に
は
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
。

古
代
の
久
米
氏
の
衰
え
に

よ
り
神
社
も
衰
え
、
後
で
創

建
さ
れ
た
久
米
寺
寺
域
の
一

画
に
鎮
守
と
し
て
天
神
社
、

天
満
宮
と
し
て
祭
ら
れ
ま
し

た
。
明
治
時
代
に
神
仏
分
離

に
よ
り
久
米
寺
か
ら
離
さ
れ

た
た
め
、
久
米
村
に
よ
っ
て

全
面
的
に
お
祭
り
さ
れ
、
当

初
の
久
米
御
県
神
社
と
改
め

ら
れ
、
今
に
至
り
ま
す
。

例
祭
の

月
第
２
日
曜
日

に
は
、
久
米
町
内
の
大
人
・

子
ど
も
約

人
に
よ
っ
て
、

約
２
時
間
に
ぎ
や
か
に
「
だ

ん
じ
り
」
が
町
内
を
練
り
歩

き
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員
・
亀
田
幸
英
）

神
武
東
征
支
え
た
一
族
ゆ
か
り


